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昨
年
度
ば
、
刑
法
學
界
に
お
い
て
も
》
そ
の
沈
滞
の
塞
氣
を
破
つ

　
　
て
、
か
な
り
模
械
あ
回
書
が
公
刊
さ
れ
た
。
し
か
し
、
」
じ
っ
く
り

　
　
基
礎
理
論
と
と
り
く
ん
で
、
そ
の
豊
か
な
實
の
り
を
、
み
せ
て
く
れ

　
　
た
も
の
は
、
芳
し
も
多
ぐ
は
な
い
。
・
そ
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
今
と
ヒ

　
：
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
、
不
破
博
士
の
「
刑
事
責
任
論
」
は
、
注
目
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に
標
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否
め
な
熔
。
尾
高
博
士
の
．
松
し
が
き

　
．
に
も
あ
る
や
う
に
、
著
者
は
、
「
す
っ
と
以
前
か
ら
こ
め
根
本
問
題
と

　
／
取
り
組
ん
で
、
荒
野
を
耕
す
レ
ラ
ク
タ
ブ
の
や
巧
に
人
の
目
艇
立
凌
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
∵
ぬ
開
拓
を
つ
づ
け
七
來
た
」
．
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
塵
界
が
稗

　
　
釜
ざ
れ
潅
と
と
む
、
決
し
て
少
く
な
か
つ
海
と
信
ず
る
。
わ
た
ぐ
し
．
、

瑚
は
ぎ
き
に
蛮
．
回
す
る
批
響
試
み
た
（
康
平
囚
季
報
笙
號
）
。
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を
れ
は
ぜ
き
る
だ
け
遮
讐
難
豪
に
磐
て
蕊
實
に
批

，
．
判
ず
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
會
に
、
刑
事
責
任
論
に
樹
す
る
自
ら
↑

．
の
考
へ
方
を
、
，
深
く
反
省
じ
よ
う
三
七
た
竜
の
で
あ
っ
て
」
一
そ
れ
だ

，
け
に
内
容
の
紹
介
は
必
要
な
範
三
酉
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
内
容
、
は
や
き
は
め
て
断
片
的
で
あ
ウ
、
到

．
底
「
、
不
破
博
士
の
灯
刑
事
責
任
論
」
に
っ
き
」
そ
の
全
貌
を
憾
へ
る

こ
ど
は
で
き
な
か
っ
た
。
・
そ
れ
故
、
こ
．
こ
で
再
び
、
博
士
の
「
刑

事
責
任
論
」
を
と
り
上
げ
る
に
あ
た
つ
ズ
…
こ
ん
ξ
は
、
で
回
る
だ

け
忠
實
に
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
み
こ
乏
を
目
的
と
し
た
い
。
・
本
書

に
封
ず
る
、
わ
た
く
し
の
批
射
な
ゆ
考
へ
方
は
隔
き
き
に
あ
げ
た

・
法
哲
學
四
季
報
第
二
號
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
が
の
ぞ
ま
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し
い
Q

　
　
本
書
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
内
曇
容
の
概
略
抵
》
刑
事
黄
任
論
と
↓

て
、
第
一
章
刑
事
責
任
の
基
調
，
第
二
章
故
意
論
瀞
第
三
章
過
失
論
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幽
で
あ
サ
、
第
二
章
故
意
論
の
申
に
は
、
故
意
概
念
心
違
法
の
溜
識
？
，

’
未
必
の
故
意
が
、
各
色
に
わ
け
ら
れ
、
心
ゆ
く
ま
で
展
開
さ
れ
て
る

る
。
そ
の
全
署
蒐
、
濡
し
も
正
確
な
表
現
で
は
な
い
が
み
客
観
主
義

刑
法
學
読
に
立
脚
し
て
、
・
し
か
も
、
從
來
の
そ
れ
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
そ
れ
を
深
化
し
畿
展
懲
せ
議
う
造
さ
れ
た
努
力
の
成
果
で
あ

り
、
所
謂
、
「
人
格
責
任
の
理
論
」
と
で
ぎ
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
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法
∵
君
門
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鋸
儀
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十
六
春
第
訟
一
、
四
ム
穏
併
號
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ﾙ
，
蓼
些
刑
事
覆
の
義
と
す
る
窒
鍵
－
大
浮
の
㌻

　
　
　
　
　
　
　
、
た
読
か
れ
る
。
「
吾
々
人
間
の
行
爲
は
、
意
思
ど
行
動
と
の
綜
合
的
な

　
　
・
　
　
　
　
統
｝
で
あ
る
。
而
し
て
、
人
の
意
思
も
行
爲
竜
因
果
律
と
充
足
理
由

∴
二
　
．
．
甥
駄
鵬
齢
賢
驚
都
咽
駿
顯
騒
騨
齢
趨
碑

・
ご
　
・
観
察
恵
考
の
形
式
で
あ
髪
凄
、
入
墨
餐
に
魍
て
の
み
・

　
　
　
　
　
　
　
　
無
原
因
性
を
認
め
を
と
は
、
吾
々
の
悟
性
蕩
の
統
一
性
を
拠
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
に
重
な
ら
な
い
σ
即
ち
、
玖
の
意
思
は
、
先
天
的
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
後
天
的
所
興
の
極
め
覆
雑
な
組
合
芝
よ
つ
セ
婁
っ
て
來
る
も
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・
毒
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を
憂
い
φ
で
あ
っ
三
蓋
講
者
に
封
↓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
的
瞬
簡
に
於
い
て
な
ほ
他
の
行
爲
を
期
待
t
得
べ
し
と
な
す
ご

　
　
　
　
皐
　
と
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．
私
の
解
す
る
と
こ
6
に
よ
れ
ば
・
其
れ
轟
く
他
の
入
格
を

　
　
　
　
　
　
　
　
論
難
る
こ
と
舞
奮
滲
で
あ
逢
霞
）
。
し
奪
、
離
層
の
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行
爲
が
、
か
く
の
如
く
必
然
的
な
る
略
の
に
規
定
せ
も
れ
る
に
拘
ら
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、
事
内
灘
欝
者
を
諜
難
る
得
難
所
落
懸
、
實
に
、
肴
爲
者
が
倫
理
的
實
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告
だ
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な
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に
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行
爲
と
し
て
は
だ
か
の
ま
ま
に
ほ
う
φ
毘
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

其
◎
行
義
者
の
ズ
格
と
深
く
結
び
つ
き
、
菓
の
入
格
の
顯
現
た
る
黙

ば
於
い
て
、
は
じ
め
て
刑
法
的
墨
黒
め
釣
象
と
な
る
意
味
を
も
つ
こ

と
と
な
る
。
如
何
に
重
大
な
る
法
華
侵
害
が
行
は
れ
た
閉
合
で
る
、

其
れ
が
行
黒
糖
人
格
と
の
評
註
を
全
く
考
へ
得
な
い
場
合
に
は
、
非

難
す
べ
き
何
物
恵
な
ぐ
、
黒
垂
者
に
は
餐
あ
ら
る
べ
き
責
任
は
な

ど
（
鐙
。
き
で
、
畿
蓼
婆
巽
攣
る
責
纂
蓼
、

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端
的
に
親
骨
者
の
人
格
の
申
に
把
握
し
て
、
「
そ
れ
は
、
利
己
心
に
満

ち
、
他
人
や
甦
會
生
活
の
挙
轡
氣
を
か
け
ぎ
巴
驚
く
、
法
整
を

尊
重
し
な
い
意
識
㌔
無
意
識
の
心
構
へ
．
そ
の
も
の
の
う
ち
に
存
す

葱
£
囚
）
と
詮
薯
Q
　
♂
、
ン
，
ジ
鎖
、

　
第
二
章
第
一
．
節
故
意
概
念
で
は
、
．
故
意
り
要
素
込
℃
て
？
大
望
・

．・

ｭ
、
認
識
要
素
と
慧
思
嬰
素
に
麗
別
し
更
礁
、
風
認
識
要
素
を
謬
事

業
性
め
認
識
と
違
法
姓
の
認
識
に
諭
塗
坐
で
、
事
欝
欝
ρ
認
識
を
点

誤
騰
的
爵
實
の
認
識
志
意
味
わ
認
識
ざ
に
麗
別
さ
れ
る
⑩
縛
に
、
ト

8
故
憶
あ
軌
乏
濁
す
淋
悔
め
に
遮
工
事
薦
垂
撚
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上
述
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㌧
艶
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滲
擾
礎
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に
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ま
豫
艶
葬
止
傍
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調
ざ
耗
た
図
嚢
は
ま
こ
と
に
大
き
い
か
故
意
概
倉
の
音
思
要
素
に
ウ
　
営
犯
の
核
霞
犯
罪
構
成
事
實
を
認
識
し
つ
づ
敢
で
行
回
す
る
黙
に

　
　
・
い
て
は
、
本
稿
が
未
定
稿
で
あ
る
た
め
、
そ
の
展
開
を
十
分
う
か
が
・
在
る
が
故
に
、
違
法
の
認
識
に
過
失
み
る
場
合
も
」
本
來
過
失
犯
た

　
　
ふ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
第
三
節
未
必
の
故
意
に
お
い
て
、
「
意
　
る
も
の
を
故
意
犯
と
し
て
取
扱
ふ
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
故
億
犯
そ

　
　
思
主
義
め
論
者
が
、
『
故
意
は
犯
罪
事
實
の
實
現
を
意
思
す
る
も
の
』
　
の
も
の
容
あ
・
る
。
唯
典
型
的
な
故
意
犯
で
な
い
と
い
ふ
に
過
ぎ
な

　
噛
溺
と
の
錯
溢
せ
乃
複
雑
飯
る
精
紳
活
動
を
措
樗
す
届
喝
0
」
（
九
七
耳
，
）
　
へ
淀
求
め
ら
れ
、
其
ρ
黙
に
於
い
て
故
意
と
並
ん
で
人
格
的
非
難
を

　
　
と
懲
れ
る
窯
か
ら
馬
、
域
著
者
の
努
力
は
、
心
理
學
的
意
思
要
素
を
捨
　
伽
へ
ら
れ
る
契
機
が
見
出
さ
れ
る
も
の
な
る
以
上
う
既
に
犯
罪
構
成
・
．

　
　
て
て
、
法
的
意
昧
に
お
け
る
意
息
概
念
の
構
成
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
　
豊
實
を
認
識
し
て
敢
て
そ
の
結
果
を
實
現
せ
ん
と
す
る
者
が
、
た
ま

　
　
が
が
ひ
知
ら
れ
る
で
あ
ち
ケ
。
・
犯
罪
事
終
の
實
現
を
意
思
す
る
と
い
・
た
ま
違
法
の
認
識
が
可
能
な
り
し
に
拘
ら
す
之
を
認
識
せ
ざ
ρ
七
こ
，

　
　
ふ
こ
と
は
、
故
意
概
念
の
構
成
に
お
い
て
、
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ぬ
問
　
と
は
み
違
法
性
に
塾
す
る
積
極
的
な
認
識
あ
る
揚
合
に
準
じ
故
意
犯
　
　
，

　
，
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
著
者
が
健
在
で
さ
へ
あ
っ
た
　
な
ら
ば
、
　
と
し
て
強
巷
非
難
を
加
へ
ら
れ
て
少
し
も
差
支
へ
な
い
も
の
と
考
へ
・
・

ど
の
三
つ
い
て
も
、
＋
盆
展
禦
な
蓬
げ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
，
る
」
（
三
五
頁
）
簿
秀
烹
る
。
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’
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、

　
　
そ
れ
を
思
ふ
と
音
、
故
意
概
念
が
、
未
定
稿
⑫
ま
ま
に
終
っ
た
こ
と
　
　
第
三
節
「
未
必
め
故
意
」
は
、
著
者
の
學
位
斜
交
で
あ
っ
た
だ
け

　
　
は
、
’
か
へ
す
が
へ
す
も
淺
生
な
こ
と
で
あ
る
。
　
　
’
・
　
　
　
，
　
　
に
、
ま
こ
と
に
高
ぐ
評
慣
す
べ
き
愚
の
が
あ
る
。
未
必
の
故
意
を
認
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、
次
い
で
、
故
意
概
念
に
お
け
る
悟
違
法
の
認
識
に
つ
い
て
な
、
著
　
め
る
標
準
と
し
て
、
認
容
読
と
蓋
然
性
読
と
の
樹
立
が
み
る
が
、
こ

　
、
者
猫
自
の
見
解
が
表
明
さ
れ
て
み
る
。
．
幽
著
者
は
、
量
違
法
性
に
關
t
て
　
の
難
に
つ
き
、
著
者
は
、
次
の
や
う
に
述
べ
て
船
ら
れ
る
。
「
私
の
立
，
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．
過
失
あ
る
揚
合
を
、
典
型
的
な
故
意
犯
に
準
じ
て
取
扱
っ
て
差
支
へ
　
場
は
、
結
局
に
於
い
て
所
謂
『
認
容
設
』
の
範
園
に
驕
す
ち
も
の
で

　
　
な
い
と
す
る
が
、
「
其
の
根
擦
は
ひ
と
り
刑
法
第
三
十
八
條
の
整
磁
の
　
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
重
爆
を
置
き
た
い
乏
思
ふ
の
は
、
・
そ
の
結
果

　
■
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
’
叉
違
法
性
忙
關
す
る
過
失
倣
三
囲
性
に
關
幽
の
認
容
と
い
ふ
事
柄
の
意
昧
内
容
は
、
久
し
邸
随
時
提
唱
し
て
み
る

蹴
玄
漢
壱
擾
量
い
髪
へ
ゑ
ら
で
は
な
い
。
．
（
馬
鞍
袈
行
響
の
全
人
楚
背
景
と
嚢
行
爲
鷺
於
け
る
行
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　

　
　
　
　
　
　
　
寳
　
　
　
騨
．
　
　
　
’
　
　
，
’
「
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
唱
　
　
昌
．
，
　
ガ
〇
一
、
～

、
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㌔　F

h

㌃

　
　
　
　
　
　
　
、
・
驚
政
薩
究
第
十
六
巻
第
蕊
、
四
合
併
號
　
　
，
畠
・

辮
の
離
婁
総
甚
毒
に
薫
覧
れ
を
と
な
く
ば
・
謹

　
　
　
正
當
な
る
灘
結
に
到
饗
す
る
こ
と
を
得
な
い
、
と
す
る
黙
に
在
る
。
」

　
　
　
業
事
つ
そ
し
て
、
故
意
概
念
の
歴
欝
蘂
と
わ
廉
直
け

紳
耳
　
る
學
読
の
大
要
を
吟
味
さ
れ
た
後
、
「
未
必
の
故
意
は
、
、
可
能
的
に
豫

　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ノ

、
一
　
、
，
見
せ
ち
れ
た
犯
罪
構
成
事
貴
の
叢
生
を
認
容
し
で
敢
て
行
覆
す
る
揚

コ
盗
に
存
す
る
」
（
九
八
頁
）
。
し
か
も
、
「
装
ρ
塞
を
馨
す
る
馨

・
　
　
た
釆
必
の
故
意
が
認
め
ら
れ
る
と
い
ふ
所
以
は
、
（
申
略
）
其
れ
鄭
、

　
　
匂
法
秩
序
に
敵
封
ず
る
電
磁
者
入
格
の
顯
最
愛
t
て
移
気
せ
ら
れ
る

　
　
r
描
に
、
重
要
な
る
意
昧
が
あ
る
。
從
っ
て
、
結
巣
嚢
生
に
饗
す
渇
認

　
　
r
容
の
有
無
と
い
ふ
で
と
が
馬
行
爲
者
ゐ
懲
度
の
道
義
的
便
値
と
牽
連

　
　
：
～
な
喜
場
合
に
は
、
其
の
責
任
を
判
漸
す
る
に
云
う
て
十
分
の
警
戒
を

　
　
・
必
曝
す
桑
珍
箸
（
莇
）
ξ
濾
墾
。
そ
し
て
、
審
毒

　
　
、
ド
舞
の
可
能
性
を
認
識
し
つ
つ
行
署
す
る
揚
合
、
其
の
行
爲
を
づ
ち
づ

　
　
　
ザ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
ゲ

　
　
、
毎
て
る
る
行
聖
者
の
態
度
の
う
悌
に
（
露
）
怯
馨
に
敵
樹
葱
積

　
　
　
」
極
葡
煮
る
事
の
理
論
餌
さ
れ
る
乏
ぎ
未
必
の
数
意
あ
り
乏
禦
ず
べ
旨

　
　
ゲ
宝
欺
く
σ
如
巻
態
度
の
謎
語
誉
れ
ざ
惹
と
き
鴨
認
識
み
る
過
典
が

蛎
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
込
頁
・
ご
　
　
　
　
　
・
～
堕
　
　
　
　
画

党

丁

ぞ
、
と
遷
る
鑑
ぎ
馨
虐
歪
（
九
七
一
）
。
・
か
ぐ
て
、
↓
纂
曇
㌣
や
藁
薦
笑
蘂
程
の
濡
雌
鶏
睾
癒
の
鋳
て

、
課
磯
擁
議
噛
「
潔
強
漢
蟻
塗
．
ぴ
儀
活
器
量
蒙
餐
決
定
し
撫
痛
意
葡
覆
行
嚢
艇
遡
て
の
勢
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
一
．
　
Ψ
　
㌦
　
、
　
　
．
．
　
幽
◎
畿
　
ン
　
　
“
　
　
．
一
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

來
掩
子
供
の
手
足
を
折
死
や
り
そ
こ
な
っ
て
既
に
何
人
か
を
死
に

致
ら
し
め
た
に
拘
ら
渉
、
更
に
漸
t
い
貰
兇
の
手
足
を
折
る
乞
食
に
、

亡
と
り
て
倣
、
’
子
供
が
死
ん
で
し
ま
ρ
て
ぼ
元
も
子
も
な
く
激
る
の
で

」
あ
る
’
か
ら
、
一
驚
、
・
本
人
は
其
め
結
果
の
登
生
を
認
容
せ
ざ
パ
る
も
の
詰
、

と
い
き
と
が
繊
叢
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
、
馨
詮
に
断
れ
ば
、
．

　
此
の
揚
合
に
は
、
唯
死
の
結
…
果
淀
つ
ぎ
避
失
を
認
め
る
外
は
な
い
の
　
執
ε

も
で
あ
る
か
。
ふ
中
略
）
然
し
、
蓋
し
も
さ
や
う
に
解
す
る
愚
な
透
こ
ど

　
は
（
申
略
）
乞
・
食
の
道
具
に
使
ふ
だ
め
に
貰
見
の
”
手
足
を
折
お
が
如
き

　
叢
叢
を
敢
て
す
る
行
爲
者
の
人
格
は
（
中
賂
）
既
に
数
飼
の
経
験
に
よ
，

　，

阯
獅
ｵ
き
子
供
の
手
足
を
折
る
雲
譲
が
死
の
結
果
を
も
た
ち
す
、
可
能
、
ぎ
’

　
性
あ
る
こ
と
を
知
悉
．
し
な
が
ら
、
な
ほ
斯
く
の
如
き
残
忍
な
る
行
酒
病

　
を
敢
て
す
る
揚
合
、
行
爲
者
め
心
情
に
は
」
子
供
の
人
格
を
認
め
興

の
逢
命
を
毒
す
る
轟
轟
急
な
舞
は
綴
塵
亀
塵
室
轡
舞
の
　
㌧

ギ
生
死
に
要
し
ズ
は
倫
理
的
意
腺
に
於
・
い
て
極
度
に
無
關
心
な
る
も
一
．

の
」
、
（
暫
。
。
訂
）
で
あ
、
ぞ
、
∴
悉
の
整
婁
馨
る
を
に
、
い
．

　
憾
遷
か
竜
巻
澗
が
な
い
と
さ
れ
漏
。
認
容
読
乱
騰
す
ゐ
，
薯
潜
⑫
寿
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
興

￥．
~
薯
の
講
嘱
憾
、
詩
∴
な
一
㌦
じ
富
酒
』
．
、
藩

　
∴
∴
第
三
類
纂
羨
論
に
お
瀞
ズ
は
避
薯
署
ほ
溌
霞
サ
ペ
鷹
研
究
憶
な
憾
∴

　
ド
　
：
　
　
徊
　
　
ご
　
　
・
㌔
箪
即
～
’
　
一
豊
ギ
’
・
　
龍
　
　
　
・
∴

㌘
な
べ
㌶
t
函
㍉
寒
織
詰
鰯
雲
㍗
㌣
鵜

門’

ｰ
　
　
　
　
ド
　
r
　
　
　
　
甲
　
　
　
「
り
　
　
　
　
P
聾
　
　
　
許
　
　
　
・
　
　
・
　
贈
’
信
㏄
　
　
　
　
・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」



痢串
　
㌻

餐

廓
㌧
　
子

諭
昭

司

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
ゑ
、
，
．
　
、
　
馬
　
　
’
　
∵
協
“
：
・
　
　
　
贈

　
　
な
ら
す
、
・
薯
・
衝
動
・
無
反
纂
に
基
因
す
る
雰
に
出
思
藝
ざ
と
し
て
も
現
宴
の
重
大
な
る
母
野
喜
は
竃
を
饗
必
合

　
　
　
る
行
爲
乃
至
無
意
識
の
行
動
に
蘭
し
署
、
自
畿
に
責
任
を
追
求
（
剛
二
三
頁
～
幡
二
四
頁
）
f
第
三
に
、
．
過
失
も
罰
せ
ら
れ
る
毒
す
る
こ
乏
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
、
何
ど
な
く
被
告
に
善
し
結
果
責
任
に
近
き
も
の
を
回
せ
し

　
　
＼
し
て
毫
も
あ
や
し
ま
な
い
。
其
の
あ
や
し
ま
ぎ
る
所
以
の
も
の
は
、

　
　
之
等
◎
無
意
識
的
な
行
爲
も
亦
共
の
行
聖
者
の
人
格
の
獲
現
た
る
こ
，
，
・
め
得
る
が
如
く
理
解
せ
ち
れ
る
な
ら
ば
、
之
は
重
大
な
る
あ
や
ま
り
」

　
　
．
二
四
を
雰
に
農
し
で
髪
か
婁
。
若
し
長
髪
蓉
～
塗
£
韻
」
鳶
　
、
・
。
：
・
～
．

、
　
導
く
る
と
こ
ろ
な
く
、
義
務
尊
重
に
關
し
上
通
よ
り
十
分
な
自
畳
が
　
　
以
上
・
、
著
者
の
選
奨
責
任
論
の
概
略
を
、
，
．
わ
た
く
し
の
理
解
に
從

　
　
　
あ
り
反
省
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
凌
ぐ
の
和
ぎ
結
果
を
獲
生
せ
し
む
る
　
つ
て
、
紹
介
し
浸
次
第
で
あ
鵯
コ
そ
れ
も
極
め
て
粗
筆
な
も
の
と
な
．

　　

ﾆ
と
懸
か
っ
た
で
あ
ら
づ
」
（
一
六
九
頁
）
弥
牡
爲
心
音
蔭
の
・
り
、
甚
し
く
、
蓉
の
眞
意
に
反
す
ゑ
の
が
あ
り
は
し
な
い
か
、

　
　
非
難
の
本
質
を
把
握
し
、
こ
こ
で
も
、
「
刑
事
責
任
の
基
調
ト
ぱ
文
宅
，
と
心
か
ら
虞
れ
る
。
本
書
は
、
「
一
貫
し
て
、
「
人
格
責
任
論
」
の
立
揚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
く

　
　
通
り
基
盤
と
な
．
つ
，
て
．
、
・
・
往
々
、
・
誤
解
さ
れ
が
ち
な
、
過
失
の
本
管
を
　
か
ら
、
刑
事
責
任
の
膣
系
化
を
企
て
ま
う
と
さ
れ
た
、
有
釜
な
る
研

　
二
故
意
と
統
一
・
的
髪
型
塗
し
ま
う
草
す
る
努
力
を
示
さ
勉
て
る
る
α
ひ
　
究
で
あ
っ
て
、
．
高
く
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
万
比
ー
リ
ン
グ
ト

　
　
ぎ
つ
づ
ぎ
、
過
失
機
念
の
構
成
を
、
第
三
節
注
意
義
務
の
問
題
と
し
ボ
が
、
「
法
律
に
お
け
る
目
的
」
開
巻
理
責
に
．
「
充
足
理
由
の
原
理
ζ

　
　
　
て
試
み
ら
れ
潅
。
そ
の
結
果
、
從
來
の
掲
失
論
の
取
扱
に
つ
ま
、
次
　
從
へ
ば
、
世
の
中
に
畜
勝
て
い
か
な
る
も
の
も
そ
れ
自
ら
は
生
じ
な

　
　
　
の
や
う
な
重
要
な
警
告
を
あ
た
へ
ら
れ
る
。
印
ち
↓
第
「
に
は
、
「
重
・
．
“
。
生
す
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
も
の
、
帥
も
、
感
畳
世
界
の
省
の
畠

　
　
大
な
る
事
故
の
焚
生
し
た
際
に
、
強
ひ
て
責
任
者
乃
至
犠
牲
者
を
求
　
愛
化
は
こ
れ
に
先
立
つ
他
の
も
の
の
懸
軍
で
あ
る
。
（
三
略
）
こ
の
法
・
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
馳
む
る
・
こ
と
に
急
忙
し
て
、
常
識
を
超
越
し
た
苛
酷
な
る
注
意
義
務
を
　
則
は
意
思
に
つ
い
て
も
あ
て
は
障
る
。
充
足
理
由
な
け
れ
ば
、
意
思

　
　
要
求
す
る
に
至
る
が
如
き
ぼ
、
噸
（
中
鷺
）
過
失
の
本
質
を
F
現
解
せ
ざ
る
　
，
の
題
動
も
物
質
の
蓮
動
と
同
℃
く
考
へ
る
こ
乏
が
で
き
な
い
』
乏
い

　
　
・
あ
や
ま
っ
た
態
度
で
あ
る
」
し
、
叉
、
第
二
に
、
「
過
失
犯
殊
に
過
失
致
　
つ
て
み
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
っ
　
「
自
由
な
け
れ
ば
責
任
な

　
　
ぼ
　
ロ

　
　
死
罪
の
法
定
刑
が
不
燈
燭
に
輕
く
規
定
せ
ら
れ
て
る
る
ζ
と
は
、
何
　
し
」
と
い
ふ
像
統
的
劾
確
信
は
、
そ
ご
か
む
，
㍉
人
ば
不
自
由
で
あ
」

蜘
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
あ
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
メ
　
ア

　
　
　
　
　
　
。
　
讐
、
　
「
毎
　
　
　
‘
　
　
∵
　
、
　
　
一
回
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
、
一
〇
ε
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
へ
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
》
　
7

　
　
　
ピ
　
　
　
　
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
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袖
　
　
～
Q
　
！
簸
　
　
　
　
　
、
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
π
　
　
　
　
　
　
〒
　
伽
　
　
　
　
　
f

聯　
　
　
　
　
　
　
　
、
’
『
　
　
　
漁
疏
．
三
図
第
ナ
六
雀
第
三
．
、
、
阻
合
併
號
　
　
・
　
　
　
　
　
『

・
厩
る
・
肇
墨
筆
穿
る
毒
嚢
刑
蒙
撃
う
み
肇

　
　
　
　
　
　
　
、
だ
。
し
か
し
噛
「
人
ぼ
不
溶
由
で
あ
る
。
し
か
竜
責
任
あ
り
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
新
し
い
命
題
が
理
論
づ
け
ら
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
。
こ
こ
に
、
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人
格
責
任
論
り
將
來
が
あ
る
σ
叉
そ
こ
従
、
人
格
愚
亭
論
の
研
鋭
に
’

　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
芒
は
る
者
の
貸
克
服
す
べ
き
困
難
が
ひ
そ
ん
で
み
る
と
信
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
る
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喝

　
　
　
　
　
い
　
　
　
そ
ζ
で
、
著
者
σ
立
場
を
要
約
す
る
と
浄
次
の
や
う
に
い
ぴ
得
多

　
　
　
　
　
、
、
で
あ
ち
う
。
先
づ
笙
に
、
刑
事
責
任
の
誘
惑
く
ま
で
犯
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
た
行
爲
で
あ
る
つ
．
し
か
し
、
貴
書
の
基
調
は
、
そ
の
行
爲
を
行
儒
者
町
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ご

　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
い
て
評
便
す
る
こ
去
で
あ
り
、
そ
℃
で
は
行
爲
の
評
債
と
、
そ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
を
行
義
者
へ
極
せ
し
め
る
因
果
蘭
係
と
が
聞
題
と
激
る
。
第
二
に

　
　
　
　
　
　
　
　
紋
、
遍
羅
は
行
瀬
者
人
擦
の
必
然
の
ほ
と
ば
し
り
で
あ
る
。
し
か
竜
・

　
　
　
．
、
　
　
　
人
格
は
先
天
的
覧
後
天
的
所
纏
め
極
め
・
て
複
雑
な
組
合
ぜ
た
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
ざ
れ
る
。
第
一
二
に
は
、
、
肴
爲
と
行
爲
者
人
格
乏
の
深
き
親
和
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
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で
勇
（
欝
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脚
し
つ
つ
も
鷹
報
刑
を
是
認
し
た
メ
ル
ク
ル
に
比
実
べ
き
も
の
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
い
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
や

　
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
　
　
　
　
！
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幅
　
、

　
　
惟
ふ
に
鴇
．
行
戯
者
の
八
格
幡
、
素
質
的
・
環
境
的
な
複
雑
要
な
素

　
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
み
る
℃
し
か
も
、
刑
事
責
任
を
問

題
に
ぜ
ん
ど
し
て
、
行
爲
に
樹
す
る
豆
果
的
系
列
を
遡
及
す
べ
き
場
、

　
合
、
そ
れ
が
行
詰
者
人
格
で
と
ど
ま
っ
て
、
そ
れ
以
上
」
遺
傳
的
。
－
い
・

　
素
質
的
な
要
素
に
ま
で
及
腰
な
い
の
は
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
で
あ
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ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ち
う
か
。
こ
れ
を
す
ら
決
定
論
と
よ
ぶ
こ
と
な
、
世
の
焼
玉
論
者
が

納
得
し
な
い
で
あ
ら
う
。
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
、
行
三
者
人
格
’

び
、
自
由
な
る
生
き
た
賀
践
の
主
監
で
あ
多
か
金
ほ
か
激
ら
な

　
塁
し
か
ら
ば
、
こ
ζ
に
い
ふ
倫
理
的
實
践
の
主
艦
と
は
何
か
。
そ
ド

を
、
二
人
前
綻
衡
撃
て
取
扱
次
豊
郷
）
畜
つ
悔

だ
塔
は
、
そ
の
葎
上
の
憲
妹
は
嚢
ら
か
に
読
て
謡
い
。
一
“

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
後
進
蕃
に
遺
さ
れ
た
糊
題
マ

　
あ
る
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葦
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塗
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τ
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つ
、
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か
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走
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で
あ
る
ビ
と
∵
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菰
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學
ビ
φ
解
決
あ
劣
株
か
必
し
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お
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磁
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論
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學
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脳

・
し
で
馨
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
ひ

も
墓
、
わ
窮
れ
の
疑
耀
還
し
て
も
、
直
接
の
御
禦
瀞
ぐ

と
と
は
で
き
な
い
・
た
苓
自
ら
の
道
硲
自
も
探
り
あ
て
て
，
凝
ち

　
ぬ
　
　
へ
よ
ち
歩
み
つ
づ
け
る
以
外
忙
は
な
い
。
、
さ
う
思
．
ひ
つ
つ
↓
こ
の
紹
介

を
草
す
る
わ
た
く
し
の
心
は
、
破
れ
ル
ば
か
砂
で
あ
る
。
今
後
の
た

ゆ
ま
ざ
る
研
究
を
誓
ひ
つ
つ
筆
を
融
く
σ
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、
民
法
改
正
と
い
う
事
・
態
の
焚
生
は
、
多
く
の
民
法
學
交
霊
を
加
え

た
。
然
し
、
學
問
的
見
地
よ
り
み
る
乏
き
、
將
來
に
淺
る
べ
き
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

ば
、
果
し
て
そ
の
中
の
幾
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
大
部
分
は
再
び

　
「
立
、
法
者
の
三
つ
の
訂
正
の
語
が
あ
れ
ば
忽
ち
反
故
と
化
す
」
べ
き

も
の
で
は
な
炉
で
あ
ろ
う
か
。
副
燭
法
要
徒
の
一
人
と
し
て
い
さ
エ
か

寂
蓼
の
感
な
き
、
を
得
な
い
。
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’
か
ふ
る
時
・
ヤ
今
日
に
至
る
ま
で
の
民
法
學
研
究
の
総
括
」
と
欝
ぜ

ら
れ
る
宮
崎
贅
の
本
選
學
書
提
供
せ
ら
れ
た
。
良
董
の
発

展
を
慮
る
學
徒
の
噌
人
と
し
て
衷
心
よ
り
欣
快
に
た
え
な
い
。
若
輩

、
淺
學
を
も
顧
み
す
と
」
に
紹
介
の
筆
を
執
る
所
以
も
、
紹
介
者
の
敷

喜
と
敬
慮
の
微
衷
を
表
明
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
，

　
本
書
は
、
確
か
に
教
授
自
ら
も
謂
わ
れ
る
如
く
、
藪
授
’
0
民
法
學

研
究
の
総
結
、
算
と
も
い
5
べ
き
も
の
で
、
…
教
授
の
法
本
質
観
に
始
ま

り
、
民
法
σ
意
義
か
ら
民
法
學
の
樹
象
え
と
論
議
を
進
め
ら
れ
、
鶴

四
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蹴
蕩
講
聖
慮
耳
隠
嘱
↑
建
鑛
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わ
れ
て
い
る
テ
」
マ
は
皆
根
本
的
な
る
も
の
に
關
わ
り
売
そ
の
及
ぶ

領
域
は
極
め
て
浩
大
で
あ
る
。
今
鼓
に
、
そ
の
所
読
の
詳
細
を
紹
介

鮎
離
藁
髪
三
二
甥
翔
け
難
三
田
孫
灘

の
所
読
を
ま
と
め
て
紹
介
し
、
最
後
に
そ
の
一
、
こ
の
問
題
に
つ
い
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て
私
の
疑
問
壬
し
、
更
に
教
授
の
示
敏
を
仰
ぎ
た
い
事
項
を
述
べ
ち

み
る
こ
ど
に
し
た
い
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授
に
擦
れ
ば
、
法
は
文
化
現
象
の
一
と
し
て
人
間
の
創
造
力
に

よ
っ
て
洋
生
進
展
し
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
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も
結
局
，
自
我
と
他
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